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サトウキビの適正施肥量
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沖縄県に分布する主要土壌の化学性(下層土)1) 

交換性塩基 me/l00g
塩基 燐酸 T-P 

Na 飽和度%吸収係数 mg/l00g

pH T-C T-N CEC 

(HzO) % % me/l00g Ca K 

本島 7.2 

島尻マージ離島 6.5 
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図 1.窒素に対する施肥反応
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無施用

り3月に最終追肥をした場合 収量およびブリッ

クスに有意な差はみられなかったが， 7月まで遅

延すると増収する反面 平均 1ポイント(ブリッ

I はじめに

沖縄県の基幹作物である

サトウキビに対する施肥基

準は，精力的な試験を経て

1963年に初めて設定され

た。しかし，施肥養分の蓄

積や地力レベルが考慮され

ておらず再考の余地があっ

たため，表 11)に示す沖縄

県に分布する代表的土壌

(島尻マージ，国頭マージ，

ジャーガル)の施肥量試験に着手した。その後，

施肥時期試験と現地調査による土壌・栄養診断の

面的把握を経て施肥基準を改定した。以下にその

経緯を中心にサトウキビの適正施肥について述

べる。

窒素

1 .施肥反応

図 1に示すように 窒素施用に対するサトウキ

ビの反応は国頭マージで顕著にみられ，施肥履歴

の浅い造成畑では増施するほど増収した。熟畑で

は慣行施肥量の50%減以上の施用が煎茎収量に反

映されることはなかった。島尻マージとジャーガ

ルでは増施による効果はみられず，標準量施用が

適当と考えられた。従って熟畑に関しては施肥量

の改定は必要無かったが，国頭マージの造成畑に

関しては10%増の40kg/10aヘ改定した。

その場合甘房長糖度への影響が懸念されるので，

施肥量と施肥時期を組み合わせた試験を行った。

通常の最終追肥の時期である 3月と，生育が加速

される夏場までに梅雨期を挟み窒素流亡が考えら

れるため，梅雨明け止肥を検討した。

図2に示すように 国頭マージ造成畑における

夏植えでは， 60kg/10aのN多量施用は基準どお

表 1. 
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クス値で 1%)以上の低下を招いた。

しかし後期多量追肥はブリックス低下

を補って余りある増収のため，糖生産

量では標準施肥に優る結果となった。

株出し栽培の場合は，収穫6ヶ月前

の10kg/l0a窒素施用はブリックスの

低下を見ることなく増収したが，登熟

初期のブリックス低下は避けられず

(データ省略)，潜在的な品質低下要因

として注意する必要がある。

2. 土壌養分と吸収量

窒素吸収量と土壌窒素レベルを表 2に示した。

土壌全窒素含量はジャーガルと島尻マージの熟畑
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図2. 国頭マージ造成畑における窒素施用とブリックス
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ところ増施との聞に大きな収量差はなかった。

って造成畑扱いは6年程度と考えられる。

熟畑夏植における標準量施用時の吸収量と利用

率は，平均それぞれ約20kg/l0a，36%であった。

この 2数値と，地力窒素由来 (窒素無施用区)の

12kg/l0aから算出される窒素施用量は約22kg/l0a

となり，基準量改定の参考に用いた。

3. 現地調査結果

大田ら2) は栄養診断の結果から，夏植の多い宮

古島や石垣島では生育後期に肥料切れを起こして

いると推察している。 これは標準量を施用してい

るにも関わらず分施回数が少ないためと考えられ，

被覆肥料の使用を奨めている。

E リン酸

表 3にリン酸の施肥基準設定試験結果と，現地

調査における栄養診断・土壌診断結果をまとめた。

， .施肥反応

造成畑における無施用での減収開始が島尻マー

よ
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サトウキビによる窒素の吸収と土壌窒素

レベル

表 2.

土壌全窒素
mg/100g 

利用率

% 

吸収量
kg/10a 

収量
t/10a 

N施用量

kg/10a 土壌型

では約135mg/l00gのレベ

ルにあった。国頭マージ熟

畑の全窒素は60mg/l00g

程度あり，熟畑の施用量の

5割増施用 (46kg/l0a)

を 3作続けた造成畑では

30mg/l00gであった。造

成当初の10mg/l00gが春

植 1作毎に約 7mgずつ増

えた計算になるので，熟畑

化には約8年を要するもの

と推測された。そこで 7年

目に熟畑の施用量に変えた
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サトウキビへのリン酸の施用効果と農家圃場の実態
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表 3.
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図3. リン酸に対する施肥反応
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ジおよび国頭マージでは初作であったのに対し，

ジャーガルでは試験実施期間中の 5作では施肥反

応は見られなかった。図 3の施肥反応曲線から，

造成畑の最初の作付けに必要なP205施用量は，国

頭マージで、80kg/l0a 島尻マージで、20kg/l0a

と考えられる。これらの値は同時に熟畑での施肥

図4. リン酸と甘蕨糖度
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の上限値，すなわちこれ以上のリン酸を毎作施用

する必要は無いという値である。島尻マージの場

合はポット試験結果で根域が限られたため，若干

高目の値になったものと思われる。ジャーガルで

は無施用でも構わないとも言える。熟畑において

は，試験実施期間中の国頭マージの 4作および島

尻マージの 5作では 施用効果を確認するに至ら

なかった。品質に及ぼす施肥量の影響は特にみら

れなかった。

2. 土壌養分と吸収量

国頭マージ造成畑における初作時の80kg/l0a

施用で，有効態P205含量が0.0lmg/l OOgから

11.5mg/l00gへ増加した。久場1) はこの初作時

80kg/l0a施用で少なくとも 3作の間， リン酸の

無効化がみられないとしている。そこで 2作目以

降のリン酸施肥管理については 蓄積を図る意味

で20kg/l0a施用を 4"-'5作続けその後は熟畑

の施肥量に移行することが推奨される。

熟畑における有効態P205含量は， 4"-'5作の

リン酸無施用により国頭マージで約3mg/l00g減

少し，島尻マージでは変化がなく，ジャーガルで

は僅かに減少する程度であった。一方標準量施用

(20"-' 50kg/l Oa)では，供試土壌全てで蓄積の傾

向にあった。よって現行のリン酸施用量は多いと

考えられ，熟畑におけるリン酸の施用量は，サト

ウキビによる吸収で持ち出される量を補充する程

度(多くて8kg/l0a) で十分と推察される。金

城3) はさらに検討を加え 最もリン酸含量の低

い国頭マージにおける熟畑でも4"-'5kg/l0aまで

減肥可能としている。
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3. 現地調査結果

大田ら2)は栄養診断および、土壌診断の結果，ほ

とんどの圃場でリン酸の蓄積が進み，葉中P205

濃度も多~過剰の範囲にあると報告している。更

に図4から土壌中リン酸が多いと植物体中濃度も

高まり，甘煎糖度低下を誘発する傾向にあること

が示唆される。低コスト化と環境負荷軽減の面か

表4. サトウキビへの力リの施用効果と農家圃場の実態

らもリン酸の減肥は必要と判断される。

N 力リ

表4にカリの施肥基準設定試験結果と，現地調

査における栄養診断・土壌診断結果をまとめた。

1 .施肥反応

カリの施肥反応(図 5) はリン酸よりさらに鈍

く，交換性カリウムの最も少ない国頭マージ造成

畑でも 4作の問施用効果が

>9作目

みられなかった。ジャーガ

ルにおいては 9作無カリ栽

培が可能であった。勿論熟

畑においても施肥反応は見

られなかった。品質面では

カリ施用がブリックスの増

加に寄与することは無く，

むしろ多量施用による低下

過剰 が見られこのことはフイ

過剰 リッピンで無施用が糖歩留

まりが高い4) ことと一致

する。
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図5. カリウムに対する施肥反応
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2. 土壌養分と吸収量

カリ無施用下の交換性カリウム含量は，国頭マ

ージと島尻マージでは僅かに減少し，ジャーガル

では増加した。標準量施用では 造成畑・熟畑と

も増加した。土壌中カリは非交換性から交換性へ

の移行も考えられるので ジャーガルでは無カリ

栽培を検討する余地がある。サトウキビのカリ吸

収量は賛沢吸収が考えられるため，国頭マージ造

成畑において施肥反応の見られなかった最後の作

における値20kg/10aを基本にするのが適当と考

えられる。

3. 現地調査結果

リン酸と同様に，農家圃場のほとんどが土壌診

断基準値を満たしており カリ施用の必要はない

ものと推察される。栄養診断結果も国頭マージお

よび島尻マージ地域で約90%が"多~過剰"，ジャ

ーガル地域で100%が"過剰"となった2)。さらに

交換性カリウム含量の高い圃場のサトウキビほ

ど，カリ含有率が高く甘煎糖度は低い傾向にある

ことが明らかになった(図 6)。特に，早期高糖

性品種として普及しているNiF8はその傾向が強

く，カリ減肥が必要と判断される。
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おわりに

以上の結果を基に改定さ

れたサトウキビの基準施肥

量を表 5にあげた。

窒素については施用量の

大きな改定はなかったが，

夏植の最終追肥時期を梅雨

明けまで遅らせることの有

利性を反映し，被覆肥料利

用を前提とした施肥基準と

なった。これは，梅雨明け

時のサトウキビは草丈が高

く施肥機が使えないため，

3月止肥でも夏季まで肥効を確保するための策で

ある。被覆尿素は価格的に決して安くは無いが，

同様に原料費の高いリン酸を大幅に減肥(旧基準

量の25"'-'70%減)したので 低価格化が可能であ

り，現在流通体制を整えつつある。カリについて

も減肥され，無カリ栽培の検討がなされている。

なお本文は， 日本土壌肥料学会九州支部編

2004年度福岡大会記念誌"九州・沖縄の農業と

土壌肥料"掲載の"サトウキビの適正施肥量"を

加筆再編したものである。
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